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	応用
	抗原情報
	背景
	中心体タンパク質350(CEP350) ホモサピエンス この遺伝子産物は、CAP-Glyドメインを持つ大きなタンパク質で、細胞骨格関連タンパク質によく見られます。コードされているタンパク質は主に中心体に局在します。中心体とは、動物細胞の主要な微小管形成中心として機能する非膜細胞小器官です。コードされているタンパク質は、別の大きな中心体タンパク質と直接相互作用し、中心体に微小管を固定するために必要です。また、核内のある種の核ホルモン受容体の調節にも関与しています。選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか見つかっていますが、その全長は解明されていません。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：中心体に微小管を固定するために必要。微小管ネットワークの完全性に必要。 PPARAを個別の細胞内区画にリクルートし、それによってPPARAの活性を調節する。,PTM：有糸分裂中にリン酸化される。,類似性：1つのCAP-Glyドメインを含む。,細胞内局在：有糸分裂紡錘体に関連。核内に個別の焦点として存在する。中間径フィラメントに関連。,サブユニット：CEP350、FGFR1OP、MAPRE1を含む三元複合体の一部。C末端を介してFGFR1OPと直接相互作用する。NR1H3、PPARA、PPARD、PPARGと相互作用する。,組織特異性：心臓、脳、骨格筋、精巣、胎盤、肺、肝臓、腎臓、膵臓で検出される。,
	研究分野
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	CEP350抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

